
交通需要マネジメント交通需要マネジメント
（ＴＤＭ）の紹介（ＴＤＭ）の紹介
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１．１．福島市の自動車交通の現状福島市の自動車交通の現状



ますます進むクルマ社会ますます進むクルマ社会

•• 福島市の世帯あたりの自動車登録台数福島市の世帯あたりの自動車登録台数
はは1.781.78台（全国平均は台（全国平均は1.521.52台台//世帯）世帯）

福島市の世帯あたりの自動車登録台数福島市の世帯あたりの自動車登録台数（福島市統計書）（福島市統計書）
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ますます進むクルマ社会ますます進むクルマ社会

•• 約７割が自動車通勤約７割が自動車通勤

福島市で働いている人の通勤交通手段福島市で働いている人の通勤交通手段（（H12H12通勤行動調査）通勤行動調査）
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ますます進むクルマ社会ますます進むクルマ社会

福島市の発生集通交通量の推移福島市の発生集通交通量の推移（道路交通センサス）（道路交通センサス）
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•• 過去過去1515年で自動車交通量が年で自動車交通量が1.51.5倍に倍に

11．．55倍増倍増



通勤や通学の交通は福島市へ集中通勤や通学の交通は福島市へ集中

福島都市圏の通勤･通学福島都市圏の通勤･通学
流動流動（Ｈ７国勢調査）（Ｈ７国勢調査）



年々低下する福島市の旅行速度年々低下する福島市の旅行速度

福島市の平均旅行速度福島市の平均旅行速度（道路交通センサス、一般国道直轄）（道路交通センサス、一般国道直轄）
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•• 過去十数年で大幅に低下過去十数年で大幅に低下



橋･トンネルが橋･トンネルが
ボトルネックボトルネック
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損失額５千万円／km 年以上 

損失額１千万円／km 年以上 
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福島都市圏における渋滞損失額福島都市圏における渋滞損失額

　　都市圏の直轄国道
の渋滞損失額

• 国道４号　105億円

　（km当たり1.86億円）

• 国道１３号　47億円

　（km当たり1.61億円）

　　　　都市圏の直轄国道都市圏の直轄国道
の渋滞損失額の渋滞損失額

•• 国道４号　国道４号　105105億円億円

　　（（kmkm当たり当たり1.861.86億円）億円）

•• 国道１３号　国道１３号　4747億円億円

　　（（kmkm当たり当たり1.611.61億円）億円）



渋滞問題が引き起こす環境の悪化渋滞問題が引き起こす環境の悪化

•• クルマの速度が下がれば、ＣＯクルマの速度が下がれば、ＣＯ22やＮＯやＮＯ
Ｘが多く排出される。Ｘが多く排出される。

10 20 30 40 50 60
ガソリン車
ディーゼル車0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

NOX排出量（ｇ/km）

旅行速度（km/h）

10 20 30 40 50 60

0

20

40

60

80

100

120
CO2排出量（ｇ-Ｃ/km）

旅行速度（km/h）

COCO22

NONOXX

旅行速度とＣＯ2、ＮＯＸ排出量の関係



45

19

8

24

30

0 10 20 30 40 50

自家用乗用車

乗り合いバス

貸し切りバス

フェリー

航空

(炭素換算、単位ｇ)

公共交通は自動車よりも公共交通は自動車よりも
環境にやさしい乗り物環境にやさしい乗り物

•• １人を１１人を１kmkm運ぶのに排出する運ぶのに排出するCO2CO2の量の量

交通エコロジー･モビリティ財団の報告書より交通エコロジー･モビリティ財団の報告書より



２．２．交通需要マネジメント交通需要マネジメント
（ＴＤＭ）とは？（ＴＤＭ）とは？



道路交通が円滑に
環境にやさしい快適な都市に

福島都市圏でのＴＤＭの考え方

渋滞、環境悪化

道路ネットワークの整備
　・環状道路の整備

ボトルネックの解消
　・交差点改良等

公共交通の優遇施策
　・バスロケーションシステム

駐車場利用の平準化
　・駐車場案内システム

ある程度の効果があったが・・・

・まだまだ残る渋滞　　・今後も自動車交通量が増加

今後、渋滞が悪化し、環境悪化や市街地の衰退が心配

道路整備による容量拡大
交通需要マネジメント
（人の交通行動を変更を促す）

ソフト施策

こ
れ
ま
で

こ
れ
か
ら

ハード施策



交通需要マネジメント
（ＴＤＭ）とは？

TDMTDM
TransportationTransportation

DemandDemand
ManagementManagement

発生源の調整

手段の変更

経路の変更

時間帯の変更

自動車の効率的利用

時差出勤、フレックスタイム時差出勤、フレックスタイム

相乗り、シャトルバス、相乗り、シャトルバス、
物資の共同集配物資の共同集配

サイクル＆ライドサイクル＆ライド

パーク＆ライドパーク＆ライド

自転車の利用促進自転車の利用促進

勤務日数の調整、職住接近、勤務日数の調整、職住接近、
テレワークテレワーク



福島都市圏でのＴＤＭ取り組み経緯福島都市圏でのＴＤＭ取り組み経緯
•• Ｈ８年１２月　福島都市圏ＴＤＭ研究会設立Ｈ８年１２月　福島都市圏ＴＤＭ研究会設立

•• Ｈ９年１１月２７日～２８日　時差出勤社会実験（２日間）Ｈ９年１１月２７日～２８日　時差出勤社会実験（２日間）

　　　　のべ６２事業所３　　のべ６２事業所３,,１６１人参加１６１人参加

　　　渡利弁天山交差点最大渋滞長　通常　　　渡利弁天山交差点最大渋滞長　通常2,4002,400ｍ⇒ｍ⇒1,1001,100ｍｍ

•• Ｈ１０年６月　福島都市圏交通円滑化シンポジウム開催Ｈ１０年６月　福島都市圏交通円滑化シンポジウム開催

•• Ｈ１１年７月１日　毎月１日のノーマイカーデー開始Ｈ１１年７月１日　毎月１日のノーマイカーデー開始

　　　参加者約２　　　参加者約２,,４００人（Ｈ４００人（Ｈ11.7.111.7.1））

　　　森合交差点最大渋滞長　通常　　　森合交差点最大渋滞長　通常1,8001,800ｍ⇒ｍ⇒1,0501,050ｍｍ

•• Ｈ１１年１１月８日～１２日　秋期時差出勤試行実験（５日間）Ｈ１１年１１月８日～１２日　秋期時差出勤試行実験（５日間）

　　　のべ５　　　のべ５,,５００人以上参加５００人以上参加

　　　ＣＯ２排出量５　　　ＣＯ２排出量５%%低減低減

•• Ｈ１２年１月２４日～２８日　冬期時差出勤試行実験（５日間）Ｈ１２年１月２４日～２８日　冬期時差出勤試行実験（５日間）

　　　のべ５　　　のべ５,,０００人以上参加０００人以上参加



３．３．福島での時差出勤の実施と福島での時差出勤の実施と
効果効果
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時差出勤実施の背景時差出勤実施の背景
福島市従業者の出勤時間構成（通勤行動調査結果）福島市従業者の出勤時間構成（通勤行動調査結果）

•• 自動車通勤者の大半が自動車通勤者の大半が77：：3030～～88：：3030に出勤に出勤

有効票数有効票数6,3966,396
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資料：資料：H11H11道路交通センサス道路交通センサス

（信夫山付近）（信夫山付近）

時差出勤実施の背景時差出勤実施の背景
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点の交通現況点の交通現況
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福島市内での時差出勤実施の概要福島市内での時差出勤実施の概要

● 平成11年度に実施した試行実験

　■実施日

　　秋期：平成11年11月8日（月）～12日（金）

　　冬期：平成12年1月24日（月）～28日（金）

　■参加対象者

　　原則として、通常自動車で通勤している人

　■参加者数

　　秋期：85事業所、6,719人（1日平均1,344人）

　　冬期：99事業所、7,037人（1日平均1,407人）

●●  平成平成1111年度に実施した試行実験年度に実施した試行実験

　■実施日　■実施日

　　秋期：平成　　秋期：平成1111年年1111月月88日（月）～日（月）～1212日（金）日（金）

　　冬期：平成　　冬期：平成1212年年11月月2424日（月）～日（月）～2828日（金）日（金）

　■参加対象者　■参加対象者

　　原則として、通常自動車で通勤している人　　原則として、通常自動車で通勤している人

　■参加者数　■参加者数

　　秋期：　　秋期：8585事業所、事業所、6,7196,719人（人（11日平均日平均1,3441,344人）人）

　　冬期：　　冬期：9999事業所、事業所、7,0377,037人（人（11日平均日平均1,4071,407人）人）

•• 平成平成99年度年度11回、回、1111年度年度22回、実験実施回、実験実施



時差出勤の効果（渋滞緩和）時差出勤の効果（渋滞緩和）

•• 国道４号鳥谷野交差点国道４号鳥谷野交差点

　　最大渋滞長　通常　　最大渋滞長　通常2,6002,600ｍ⇒実験ｍ⇒実験1,4001,400ｍｍ
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H11H11年度年度  秋期秋期
試行実験の渋滞試行実験の渋滞
緩和効果緩和効果



28,182 13,759 12,228

28,824 15,520 12,625

0 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000

11/10（水）実験日

11/16（火）通常日

国道4号 国道13号 国道13号福島西道路

二酸化炭素排出量（kg）

•• 渋滞が緩和し、旅行速度が上昇したことで、渋滞が緩和し、旅行速度が上昇したことで、
COCO22排出量が約排出量が約2.82.8ｔ低減ｔ低減

時差出勤の効果（環境改善）時差出勤の効果（環境改善）

時差出勤実施による時差出勤実施によるCO2CO2排出量低減効果排出量低減効果（（H11H11年度秋期試行実験）年度秋期試行実験）

CO2が5%低減
56,969

54,169

国道4号、13号、福島西道路のみを
対象として試算



•• 渋滞が緩和し、渋滞が緩和し、11日当たりの渋滞による時間日当たりの渋滞による時間
損失額が損失額が646646万円分減少万円分減少

時差出勤の効果（時間損失低減）時差出勤の効果（時間損失低減）

時差出勤実施による時間損失低減効果時差出勤実施による時間損失低減効果（（H11H11年度秋期試行実験）年度秋期試行実験）

2,454 1,339 1,142

2,747 1,619 1,215

0 2,000 4,000 6,000

11/10（水）実験日

11/16（火）通常日

国道4号 国道13号 国道13号福島西道路

損失時間額（万円）

損失額が12%低減

5581

4935

国道4号、13号、福島西道路のみを
対象として試算



秋期時差出勤試行実験の効果秋期時差出勤試行実験の効果
•• 時差出勤により所要時間が短縮した人が約６割時差出勤により所要時間が短縮した人が約６割

　　　　（時差出勤参加者に対するアンケート）　　　　（時差出勤参加者に対するアンケート）

1.0%

5.4%

10.5%
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24.3%

1.9%
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0.7% 0.7% 1.3%

0.0%
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加

３
０
分
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上
増
加

(%)

所要時間短縮
（63.4％）

所要時間増加
（12.3％）

有効票数有効票数667667



時差出勤に関する事業所の意向時差出勤に関する事業所の意向

•• 事業所の７割が導入に消極的事業所の７割が導入に消極的

部分的にし
たい
7.7%

導入を検
討したい
15.4%

積極的に
導入したい

7.7%

導入できな
い

0.0%

いまのとこ
ろ導入は

難しい
69.2%

＜事業所の主な意見＞

• 社会参加意識の向上が図れた

• 疲労が軽減した

• 官民一体となった取組みが必要

• 就業時間増により経費が嵩む

• 市民の理解が必要

• 取引先等他の企業との調整が
困難

• 手薄になる時間帯が発生し、サー
ビスの低下を招く

• 分担作業が難しい

• 窓口営業の時間変更は困難

＜＜事業所の主な意見＞事業所の主な意見＞

•• 社会参加意識の向上が図れた社会参加意識の向上が図れた

•• 疲労が軽減した疲労が軽減した

•• 官民一体となった取組みが必要官民一体となった取組みが必要

•• 就業時間増により経費が嵩む就業時間増により経費が嵩む

•• 市民の理解が必要市民の理解が必要

•• 取引先等他の企業との調整が取引先等他の企業との調整が
困難困難

•• 手薄になる時間帯が発生し、サー手薄になる時間帯が発生し、サー
ビスの低下を招くビスの低下を招く

•• 分担作業が難しい分担作業が難しい

•• 窓口営業の時間変更は困難窓口営業の時間変更は困難

時差出勤の本格導入に対する事時差出勤の本格導入に対する事
業所の意向（アンケートより）業所の意向（アンケートより）



時差出勤本格導入の課題

•• 事業所との合意形成事業所との合意形成
　積極的なＰＲ活動　積極的なＰＲ活動

•• 官公庁主導の体制づくり官公庁主導の体制づくり
　県庁所在地の福島市は公務員が多い　県庁所在地の福島市は公務員が多い

　官公庁から社会構造の変革を　官公庁から社会構造の変革を



時間帯別交差点通過車両の職業構成時間帯別交差点通過車両の職業構成
（通勤行動調査結果より推計）（通勤行動調査結果より推計）
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森合交差点森合交差点 鳥谷野交差点鳥谷野交差点



４．４．ノーマイカーデーの実施とノーマイカーデーの実施と
効果効果



ノーマイカーデー実施の概要ノーマイカーデー実施の概要

● ノーマイカーデー実施概要

　■実施期日

　　平成11年7月1日より毎月1日

　■実施方法

　　マイカー通勤者で実施日にマイカー以外で通勤が
できる方を対象に、実施日にバス･電車等の公共交通
機関や自転車･徒歩による通勤をお願いする

　■参加者

　　100事業所、2,400人（H11.7.1)

●●  ノーマイカーデー実施概要ノーマイカーデー実施概要

　■実施期日　■実施期日

　　平成　　平成1111年年77月月11日より毎月日より毎月11日日

　■実施方法　■実施方法

　　マイカー通勤者で実施日にマイカー以外で通勤が　　マイカー通勤者で実施日にマイカー以外で通勤が
できる方を対象に、実施日にバス･電車等の公共交通できる方を対象に、実施日にバス･電車等の公共交通
機関や自転車･徒歩による通勤をお願いする機関や自転車･徒歩による通勤をお願いする

　■参加者　■参加者

　　　　100100事業所、事業所、2,4002,400人（人（H11.7.1)H11.7.1)

•• 平成平成1111年年77月月11日より毎月日より毎月11日実施日実施



ノーマイカーデーの効果ノーマイカーデーの効果
（渋滞緩和）（渋滞緩和）

•• 国道４号鳥谷野交差点国道４号鳥谷野交差点

　　最大渋滞長　通常　　最大渋滞長　通常2,6002,600ｍ⇒実験ｍ⇒実験1,4001,400ｍｍ

H11.12.1H11.12.1のの
渋滞緩和効果渋滞緩和効果
（鳥谷野交差点）（鳥谷野交差点）



•• 渋滞が緩和したことで、渋滞が緩和したことで、COCO22排出量が約排出量が約1212ｔｔ
削減削減

ノーマイカーデーの効果ノーマイカーデーの効果
（環境改善）（環境改善）

ノーマイカーデーによるノーマイカーデーによるCO2CO2排出量低減効果排出量低減効果（（H11.12.1H11.12.1））

通勤時間帯の交通データを
ベースにして試算

54,945

4,008

63,239

0 20,000 40,000 60,000 80,000

ノーマイカー実施日：12/1（水）

通常日：11/16（火）

参加者 参加者以外

二酸化炭素排出量（kg）

CO2が18%低減

67,247

54,945



通常日より短縮
16%

通常日より10分ま
で増加

39%

通常日より10分か
ら30分まで増加

39%

通常日より30分以
上増加

6%

•• 中心部に勤務している参加者の中心部に勤務している参加者の1616％が、％が、
ノーマイカー通勤により時間短縮ノーマイカー通勤により時間短縮

ノーマイカーデーの効果ノーマイカーデーの効果
（時間短縮）（時間短縮）

ノーマイカー通勤よる普段の通勤時間との変化ノーマイカー通勤よる普段の通勤時間との変化（参加者アンケート（参加者アンケート））



ノーマイカーデーに参加してノーマイカーデーに参加して
良かった点良かった点

ノーマイカー通勤して良かった点ノーマイカー通勤して良かった点（参加者アンケート（参加者アンケート））

68.6%

39.6%

25.2%

24.8%

9.0%

7.9%

7.9%

4.8%

12.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

省エネルギー・環境問題に貢献できた

普段は気付かない、街の様子がわかった

マイカーを運転しないので、気持ちにゆとりができた

交通渋滞に巻き込まれないので精神的に楽だった

帰宅途中、市街地で買い物等ができた

通勤時に自由な時間が持てた

駐車場所の心配がなく、ゆとりができた

通勤時間が短縮された

その他 有効回答数：1,217



ノーマイカーデーノーマイカーデー
今後の推進の意向今後の推進の意向

•• ９割が推進に前向きであるが、その半数９割が推進に前向きであるが、その半数
以上が「課題が多い」としている。以上が「課題が多い」としている。

ノーマイカーデーのさらなる推進についてノーマイカーデーのさらなる推進について（参加者アンケート（参加者アンケート））

24.2%

17.1%50.8%

5.0% 2.9%

渋滞対策、環境問題の視点から積極的に推進すべき

渋滞対策、環境問題の視点から推進を検討すべき

渋滞対策、環境問題の視点から推進の必要性は感じるが、課題が多い

現段階では、推

わからない

有効回答数：1,392



ノーマイカーデー推進の課題ノーマイカーデー推進の課題

•• 公共交通機関の使いやすさの向上公共交通機関の使いやすさの向上
　自動車からの転換先である公共交通の利便　自動車からの転換先である公共交通の利便

性を向上させる性を向上させる

•• 住民の方々の参加意識、環境意識住民の方々の参加意識、環境意識
の向上の向上

•• 自転車利用の促進自転車利用の促進
　福島市は自転車を利用しやすいまち　福島市は自転車を利用しやすいまち

　　　　　　　　　　　　　　　　 雨が少ない、平坦な地形雨が少ない、平坦な地形



地球環境問題への意識地球環境問題への意識

•• 大都市の方と比べ、まだまだ福島の方大都市の方と比べ、まだまだ福島の方
は環境意識が高くない！？は環境意識が高くない！？

地球環境問題への意識地球環境問題への意識（福島工事ＨＰインターネットアンケート（福島工事ＨＰインターネットアンケート））

43.0%

52.0%

60.1%

55.5%

41.3%

33.5%

1.1%

0.5%

1.6%

5.9%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福島市在住者及び通勤・通学・買物等で福
島市に来ている人（N=128）

三大都市圏在住者（N=791）

東京都在住者（N=203）

深刻な問題なので、生活が多少不便になってもできるだけ早急に対処すべき

深刻な問題ではあるが、生活に不便がかからないよう対処すべき

将来の問題と思うので、今のところ対処の必要はない

わからない



中心市街地商店街での中心市街地商店街での
ノーマイカーデーご優待サービスノーマイカーデーご優待サービス

•• ノーマイカーデーには、中心市街地の飲食ノーマイカーデーには、中心市街地の飲食
店で特別サービスを実施！（現在５９店舗）店で特別サービスを実施！（現在５９店舗）

生ビール1本サービス生ビール生ビール11本サービス本サービス

おつまみ1品サービスおつまみおつまみ11品サービス品サービス

特別セットメニュー特別セットメニュー特別セットメニュー

飲み物すべて割引飲み物すべて割引飲み物すべて割引

カラオケサービスカラオケサービスカラオケサービス

ご利用の際の合言葉

ノーマイカーデーに
参加しました。

ご利用の際の合言葉ご利用の際の合言葉

ノーマイカーデーにノーマイカーデーに
参加しました。参加しました。


